


















（会社52条の 2第 1項、102条の 2第 1項、213条の 2第 1項、286条の 2第
1項＝無過失責任）が新設された。また、出資の履行を仮装することに関
与した取締役等についても、無過失を立証しない限り、当該株式引受人と
連帯して株式会社に対する支払義務を負う（会社52条の 2 第 2 項 3 項、
103条 2 項、213条の 3、286条の 3）。さらに、当該株式引受人は、株式会
社に対する支払義務を履行した後でなければ、出資の履行を仮装した募集
株式等について、株主の権利を行使することができない（会社52条の 2第
4 項、102条 3 項、209条 2 項、282条 2 項）ものとする一方、当該募集株
式を善意・無重過失で譲り受けた者は、当該株式についての株主の権利を
行使することができるものと定められている（会社52条の 2 第 5 項、102










































































































































































































































































































































































































































































































































































規則25条 2 項 1 号の反対解釈より、登記事項としての資本金の額および発
行済株式総数の更正につき、裁判所書記官の職権による登記の嘱託が行わ
れる（会社937条 1 項 1 号ホ）こととなるため、会社債権者の保護として












































































































た募集株式の引受人は、会社法213条の 2 第 1 項の支払義務を負い、当該

















































5　最判昭和38年12月 6 日民集17巻12号1633頁、最判平成 3年 2月28日刑集45巻 2 号
77頁等。









































































































































































































































民商法雑誌94巻 6 号（1986年）740頁、吉本健一「会社法〔第 2 版〕」（中央経済
社・2015年）306頁、小林俊明「閉鎖会社における公示の瑕疵に基づく新株発行と
不公正発行」専修法学論集102号（2008年）70頁。」。
